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ゴム材の発生ガス分析（EGA）と 

発生ガスライブラリー（EGA-MS LIB）検索 

 ダブルショット・パイロライザーを用いた熱分析法の一つである発生ガス分析と、質量分析計を組み合わせたEGA-

MS法は未知試料の一次検索法として有効です。ここでは未知組成のゴム材を分析した例をご紹介します。ゴム材の

EGA曲線およびここで観測されたピークA,Bのマススペクトルを図1に示します。ピークAは溶出温度が低いことから各

種の添加剤の揮発物によるものと考えられます。これらを詳細に分析するためには、ピークAの成分を分離カラムにト

ラップした後に、GC/MSを用いて分析する必要があります（ Double-Shot Pyrolyzer® Technical Note, PYA1-004,PYA1-005 参照 ）。

ピークBは溶出温度が高いことからポリマー骨格の熱分解によるものと考えられます。ピークBの平均スペクトルを 

EGA-MS LIBで検索した結果を表1に示しま

すが、Polynorbornene および Acrylonitrile-

butadiene rubber が推定ポリマーとして出力

されました。 

 このようにEGAおよびEGA-MS LIBによる

検索は、試料中の添加剤の量や揮発温度、

ポリマーの種類等の予測が容易に行え、未知

試料の1次検索法として大変有効です。

  

表1. ピークBのライブラリー検索の結果 

    Name   Qual 

1. Polynorbornene  ：49 

2. Polynorbornene   ：43 

3. Acrylonitrile-butadiene rubber ：43 
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図1．ゴム材料の発生ガス曲線と各ピークの平均マススペクトル 
   熱分解炉温度:50℃→600℃（10℃/min）, キャリヤーガス：He 50kPa, 60ml/min, スプリット比：約1/50 

    EGAチューブ： 内径 0.15mm, 長さ 2.5m（UADTM-2.5N）, GCオーブン温度：300℃ 

    注入口温度：320℃, 試料量：約 0.5mg, 検出器：MS, スキャンレンジ：m/z=29-400, スキャンスピード：0.1 scans/sec 

    PY-GCインターフェース温度：320℃（AUTOモード） 
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